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第３７４装備即応中隊の空兵はこのほど、C-１３０Jスーパーハーキュリー

ズに航空機バルク燃料供給システム（ABFD)を搭載し、三沢基地へ輸送し

た。※バルク（=バラ積み貨物室） 
 

ABFDは、機敏な戦闘展開と多分野に対応できる空兵を育成する訓練の一

環として使用され、日本にある空軍基地がインド太平洋地域の安全に欠か

せない必要な技術を維持できるようにする。 
 

訓練では、三沢基地第３５戦闘航空団と横田基地第３６空輸中隊のメン

バーが協力し、厳しい環境下でもタンカーでない航空機が他の航空機に燃

料を輸送できる航空機バルク燃料供給システムを使い、F-１６ファイティン

グファルコンに給油を行った。 
 
 


